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3-3 トラフィック

モバイルトラフィックの動向

西尾 麻里 ●シスコシステムズ合同会社 マーケティング本部アーキテクチャ＆ソリューションズ マネージャ

世界のモバイルデータトラフィックは2019年には年間292Eバイトに
達し、2014年の10倍となる見込み。日本のモバイルデータ消費量は依
然として世界をリードし続けている。

■ Cisco Visual Networking Index
（VNI）
　ネットワークは今や、ビジネス、教育、行政、
そして家庭や個人間でのコミュニケーションに
とって欠くことのできない要素である。ビジネス
と家庭、そしてモバイルでのIPネットワーキング
の傾向に大きな影響を与えているのは「ビデオ」
「ソーシャルネットワーキング」「高度なコラボ
レーションアプリケーション」のコンビネーショ
ンであり、シスコシステムズではこれらを「ビ
ジュアルネットワーキング」と呼んでいる。
　Cisco Visual Networking Index（VNI）は、世
界の IPネットワークの成長と利用状況を分析し
予測することを目的とした、シスコの継続的な取
り組みである。インターネット上を流れる世界の
IPトラフィックを継続的に分析していくと、IPト
ラフィックの現状と今後の傾向が浮かび上がって
くるのではないか――。そんな「IPトラフィック
の天気予報」を実現したいという発想からスター
トし、固定ネットワークを対象として最初は社内
向けにリリースされたこの予測レポートは、2007
年から一般公開され、2015年で9回目を迎えた。
2009年からはモバイルデータトラフィックに関
してもレポートの公開が始まり、包括的な IPト
ラフィックの予測指標として、ネットワークプロ

バイダーだけではなく世界中の投資家やアナリス
ト、政府機関でも幅広く活用されている。
　Cisco VNIの予測は、世界の主要通信事業者
ネットワークの実測データ、世界の有力アナリ
ストの予測、およびシスコの分析・予測を組み
合わせて実施されている。モバイルトラフィッ
クの分析のためには、シスコ製アプリケーショ
ンをユーザーのスマートフォンやタブレット端
末にダウンロードしてもらい、世界のユーザー
のデータ速度をはじめ、携帯電話網／Wi-Fi、ス
マートフォン／タブレット端末、使用アプリ
ケーション別の統計情報を収集している。ブ
ロードバンド接続や、ビデオユーザー、モバイ
ル接続、インターネットアプリケーションの普
及に関しては、SNL Kagan、Ovum、Informa
Telecoms & Media、Infonetics Research、
IDC、Gartner、AMI-Partners、Arbitron Mobile、
Ookla Speedtest.net、Strategy Analytics、Screen
Digest、Dell’Oro Group、Synergy、comScore、
Nielsenなどのアナリスト予測を使用し、さらに
シスコ独自の分析を加えている。IPトラフィック
の予測結果は通信事業者から提供された実測デー
タで検証しており、それによって、より精度の高
い今後5年間のトラフィック予測を行っている。
　2015年度版のCisco VNIは①全世界のモバイ
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ルデータトラフィックの予測、2014～2019年
アップデート（モバイルデータトラフィック予
測）②予測と方法論、2014～2019年（固定ネッ
トワークのデータトラフィック予測およびモバイ
ルのアップデート）③ゼタバイト時代：トレンド
と分析――の3編がリリースされている1。
　本稿では、2015年度版の「Cisco VNI：全世界
のモバイルデータトラフィックの予測」に基づ
き、世界のモバイルトラフィックの動向と予測に
ついて述べる。後半では日本の動向にフォーカス
を当て、2015年度の予測で注目すべきポイント
を紹介する。

■世界のモバイルデータトラフィックの
動向
（1）2014年のモバイルデータトラフィックの
要約
　世界のモバイルデータトラフィックは69％増
となり、2013年末の1.5E（エクサ）バイト/月か
ら2014年末には2.5Eバイト/月に増加した。年
間を通してモバイル接続で伝送されたトラフィッ
クは30Eバイトであり、これは2000年に世界で、
インターネットで伝送されたトラフィックである
1Eバイトの30倍に当たる。
　2012年に初めて50％を超えたモバイルビデオ
トラフィックは、2014年末にはモバイルデータ
トラフィック全体の55％を占めた。
　モバイルデバイス利用者の上位1％が生成する
モバイルデータトラフィックは、2010年初頭の
52％から減少し、18％となった。
　スマートフォンで利用される平均トラフィッ
クは、45％増加した。2014年におけるスマー
トフォン1台当たりのトラフィック量の平均は、
2013年の 563M（メガ）バイト/月から増加し、
819Mバイト/月となった。
　このスマートフォンは2014年、世界のモバイ
ルデバイスの29％の台数で、世界のモバイルデ

バイスの総トラフィックの69％を占めた。
　世界のモバイルデバイスが生成するデータトラ
フィックの46％は、Wi-Fiもしくはフェムトセル
によって固定網へオフロード2された。オフロー
ドが行われなければ、2014年のモバイルデータ
トラフィックの増加は69％ではなく84％になっ
ていたと推定される。
　モバイル接続されたノートパソコンは1億8900
万台であり、1台当たり2.6G（ギガ）バイト/月
のモバイルデータトラフィックを生成した。これ
は、スマートフォンの平均トラフィックの3.2倍
に相当する。
　世界では、2014年のウェアラブルデバイス
（M2M（Machine-to-Machine）カテゴリーのサ
ブセグメント）の数は1億900万台近くにまで増
加し、15P（ペタ）バイトの月間トラフィックを
生成した。

（2）今後5年間のモバイルデータトラフィックの
動向
　世界のモバイルデータトラフィックは、2019年
には2014年比で10倍の24.3Eバイト/月に増加す
る見込みであり、この期間中のCAGR（Compound
Average Growth Rate、年平均成長率）は57％と
予測される（資料3-3-8）。
　アプリケーションカテゴリー別、デバイスタイ
プ別、地域別の詳細予測データは、資料3-3-9に
示す通りである。この予測には携帯電話網のト
ラフィックのみが含まれ、デュアルモードデバイ
スからWi-Fi／スモールセルにオフロードされた
トラフィックは除外される。「その他のポータブ
ルデバイス」のカテゴリーには、リーダー、携帯
ゲーム機、および携帯電話網への接続機能を持つ
その他のモバイルデバイスが含まれる。ウェアラ
ブルデバイスは、前述のように「M2M」カテゴ
リーに含まれる。
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資料3-3-8　全世界のモバイルデータトラフィック予測（2014～2019年）

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

資料3-3-9　全世界のモバイルデータトラフィック予測の詳細（2014～2019年）

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

　2014～2019年の間に、世界のモバイルデータ
トラフィックは固定 IPトラフィックの3倍のペー
スで増加する見込みである。2015年度版のCisco

VNIによると、世界のモバイルデータトラフィッ
クは、2014年には固定ネットワークを含めた IP
トラフィック全体の4％だったが、2019年には
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14％になると予測されている。
　モバイル接続されるデバイス数は2014年末ま
でに世界人口を超え、2019年には1人当たり1.5
台になる。さらに、M2Mモジュールを含めたモ
バイルデバイスは115億台に上ると予測される。
　モバイル接続の速度は、2019年までに、2倍
以上に拡大する。2014年に 1.7Mbpsだった世
界のモバイル接続の平均速度は、2016年までに

2.0Mbpsを超え、2019年には4.0Mbpsに到達す
る見込みである。
　2019年までには、世界のモバイルデータトラ
フィックの3/4をビデオが占めると予測されてい
る（資料3-3-10）。モバイルビデオは2014～2019
年の間に13倍に増加し、この予測期間末にはモ
バイルデータトラフィック全体の72％を占める
ようになる。

資料3-3-10　モバイルビデオトラフィックの増加

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

　NetflixやYouTubeなど、多くのインターネッ
トビデオアプリケーションはクラウドアプリケー
ションに分類できるため、モバイルクラウドト
ラフィックはビデオと同様の傾向を示す。世界で
クラウドアプリケーションがモバイルデータト

ラフィック全体に占める割合は、2014年末の81
％に対し2019年には90％に増加すると予測され
る（資料3-3-11）。2014～2019年の間にモバイ
ルクラウドトラフィックは11倍に増加し、CAGR
は60％になる見込みである。
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資料3-3-11　モバイルクラウドトラフィックの増加

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

　スマートフォンでは、2019年までに平均4.0G
バイト/月のトラフィックが生成される見込みで、
これは2014年の平均819Mバイト/月の5倍に相
当する。さらに、2019年には、スマートフォン
の合計トラフィックは現在の10.5倍（CAGR 60
％）に増加すると予測される。
　モバイル接続のタブレット端末が生成するト
ラフィックは、2019年には、2014年における世
界のモバイルデータトラフィック全体の2倍に到

達する。タブレット端末のモバイルデータトラ
フィック量は3.2Eバイト/月となる見込みで、こ
れは2014年の世界におけるモバイルデータトラ
フィック総量である2.5Eバイト/月の1.3倍に相
当する。
　2019年には、モバイル接続デバイスの総トラ
フィックの54％（28.9Eバイト/月）が、Wi-Fiも
しくはフェムトセルによって固定網へオフロード
される見込みである（資料3-3-12）。
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資料3-3-12　オフロードトラフィックの増加

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

　世界のモバイルM2M接続数は、2014年の 4
億9500万からCAGR 45％で増加し、2019年に

は7倍となる30億を超えると予測される（資料
3-3-13）。

資料3-3-13　M2M接続の増加と2Gから3G/4Gへの移行

出典：Cisco VNI Mobile, 2015
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　エンドユーザーに向けたモバイルデバイスと同
様、M2M機能は2Gから3Gおよび4Gに移行中で
あり、2019年にはM2Mモジュールのうち2G接
続は23％、3G接続は35％、4G接続は13％に、
そして29％が低消費電力広域（Low Power Wide
Area：LPWA）接続となる見込みである。
　LPWA接続は、広い範囲をカバーしながら電力
消費量とモジュール／接続コストを低く抑える
ソリューションで、モバイルネットワーク事業者
（MNO）に新しいM2M市場機会を提供するもの
である。使用事例としては、住宅の公共料金メー
ター、電源接続のないガスや水道のメーター、街
路灯、ペットや個人所有物のトラッカーなどが挙
げられる。2014年には 0.2％だったこの LPWA
接続は、2019年には29％に増加するとみられて

いる。
　 IPv6への移行は本格化が進んでいる。すべて
のモバイルデバイスにおける IPv6対応デバイス
の割合は2014年の27％（20億台）から増加し、
2019年には 59％（62億台）に達する見通しで
ある。
　M2Mは IPv6対応デバイスが増加している主
要セグメントであり、予測期間内に CAGR 79
％で成長し、2019年には12億台に到達する見込
みだ。2019年には IPv6対応デバイスの60％が
IPv6ネットワークに接続されると仮定すると、世
界の IPv6トラフィックは12.6Eバイト/月と、モ
バイルデータトラフィック全体の 52％になる。
つまり、2014～2018年の間に、38倍に増加する
のである（資料3-3-14）。

資料3-3-14　 IPv6モバイルデータトラフィック予測（2014～2019年）

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

■日本のモバイルデータトラフィックの
動向
　日本における2014～2019年のモバイルデータ
トラフィック増加予測のトップラインデータを、
資料3-3-15に示す。

　日本では、2014年に282Pバイト/月だったトラ
フィックは、2019年には1.5Eバイト/月へ増加す
る。5年間で5倍以上の増加（CAGR 40％）であ
り、2019年の世界のモバイルデータトラフィッ
クの6％、アジア太平洋地域の16％に相当する。
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資料3-3-15　日本におけるモバイルデータトラフィック予測（2014～2019年）

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

　さらに、2019年の日本における1人当たりの
モバイルトラフィック量は12.6Gバイト/月にな
ると予測される。これは、同年の世界平均予測値
4.4Gバイト/月の3倍弱、アジア太平洋地域平均
予測値3.2Gバイト/月の4倍弱に相当する。この
ように、日本のモバイルデータ消費量は依然とし
て大きく、世界をリードしている。
　今回の予測期間におけるモバイルデバイスのタ
イプ別の割合変遷では、日本で特徴的な動向が見
られた。現在、世界ではスマートフォン以外の携
帯電話機が60％を占めているが、今後5年間でそ
の比率は減少し、2019年時点ではスマートフォ
ンが40％、M2Mとスマートフォン以外の携帯電
話機がそれぞれ30％弱を占めると予測されてい
る（資料3-3-16）。この予測期間中を通じて、デバ
イスの「スマート化」が進み、高度なコンピュー
ティングリソースやネットワーク接続機能を持つ
デバイスが増加するだろう3。
　一方、日本ではすでに、現時点でスマートフォン

が47％と最大の割合を占めている（資料3-3-17）。
スマートフォン以外の携帯電話機は38％、M2M
は13％だが、M2Mの著しい成長によって2019
年ではスマートフォンとM2Mの比率が逆転し、
M2Mが55％と最大になる。スマートフォンの割
合は次いで38％、スマートフォン以外の携帯電
話機はわずか5％と予測される。
　よりスマートなエンドユーザーデバイスと
M2M接続の驚異的な増加は IoE（Internet of
Everything）の成長を明確に示すものであり、日
本においては世界に先駆けてコンピューティン
グと接続性が日々の生活に浸透していくとみら
れる。モバイルM2M接続や IoEのサポートにつ
いては、IPアドレスの大幅な拡張と複雑なネッ
トワーク管理を可能にする IPv6が重要な役割を
果たすと考えられる。2015年11月には総務省か
ら携帯電話事業者3社に対して全スマートフォン
の IPv6対応が要請されており、今後のモバイル
M2Mの普及状況との関わり合いに注目したい。
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資料3-3-16　世界のモバイルデバイスのタイプ別予測（2014～2019年）

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

資料3-3-17　日本のモバイルデバイスのタイプ別予測（2014～2019年）

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

　また、日本では4Gの普及が進んでおり、世界
と比べて4Gによるモバイルデータトラフィック
への影響がより大きいことも特徴的である。資料

3-3-18と3-3-19に、世界と日本のアクセスタイ
プ別のモバイルトラフィック予測を示す。
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資料3-3-18　世界のアクセスタイプ別モバイルデータトラフィック予測（2014～2019年）

出典：Cisco VNI Global Mobile Data Traffic Forecast, 2014 ‒ 2019

資料3-3-19　日本のアクセスタイプ別モバイルデータトラフィック予測（2014～2019年）

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

　世界では現在、3Gと3.5Gがモバイルデータト
ラフィックの大部分（50.5％）を占めているが、
2019年には4Gがわずか26％の接続シェアなが

ら、モバイルデータトラフィックの2/3以上を占
めると予測される。
　日本では、2014年時点で4Gがモバイルデータ
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トラフィックに占める割合は85.7％、2019年で
は96.2％となる。このときの日本における4Gの
接続シェアは63％である。
　最後に、日本におけるアプリケーション（M2M
を除く）別のモバイルデータトラフィック予測を
資料3-3-20に示す。
　世界のトラフィック傾向と同様、日本でも最
も多いのがビデオである。2014年にはモバイル
データトラフィック全体の59％だったが、2019
年には74％以上を占めると予測される。これに

はダウンロードトラフィックだけではなく、動画
サイトやSNSへのアップロード、リアルタイムの
ビデオコミュニケーションも含まれる。
　携帯電話網への接続機能を持つタブレット端末
の増加や4K対応スマートフォンの登場などと相
まって、2020年の東京五輪開催時にはビデオの
比率はさらに上昇すると考えられ、引き続きビデ
オがモバイルトラフィックをけん引する大きな要
因になると予測される。

資料3-3-20　日本のアプリケーション別モバイルデータトラフィック予測（2014～2019年）

出典：Cisco VNI Mobile, 2015

1. 日本語版は以下のURLにて公開されている。
http://www.cisco.com/jp/go/vni/

2. オフロード：本稿では、デュアルモードデバイス（ノートパソコ
ンを除く）からWi-Fiやスモールセルネットワークを介してデー
タを伝送することを指す。

3. シスコでは、スマートデバイスを「高度なコンピューティングお
よびマルチメディアの機能と、3G以上の接続機能を持つデバイ
ス」と定義している。
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